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概要 
本研究では視覚入力が優位な空間である身体正面と

まれな背面の多感覚的な自己身体表象を調べるために，
目を閉じたまま左手で偽物の手に触れながら右手を同
期して触れられると，偽の手を触れているにもかかわ
らず自分自身の左手で自身の右手を触れていると感じ
るセルフタッチ錯覚パラダイムを用いた。その結果，
錯覚強度は正面で両手を交差した条件よりも背面で交
差した条件で高かった。これは正面と背面における手
の触覚と自己受容感覚の信頼性が異なる可能性を示す。 
 
キーワード：セルフタッチ錯覚 (self-touch illusion)，多
感覚相互作用 (multisensory interaction)，身体所有感 

(feeling of body ownership) 

1. はじめに 

身体所有感は視覚，聴覚，触覚などの多感覚入力に

依存する。たとえば，セルフタッチ錯覚は，閉眼の参

加者が一方の手（左手）で偽物の手に触れながらもう

一方の手（右手）を実験者に触れられると，参加者は

物理的には偽の手を触れているにもかかわらず，あた

かも参加者自身の左手で自身の右手を触れているよう

に感じる現象である［1］。セルフタッチ錯覚のような

身体錯覚は，自己身体知覚がどのように成立するかを

検討する手段をもたらす。先行研究は，セルフタッチ

錯覚の生起には触覚と自己受容感覚だけでなく発達に

伴う自己身体に関わる視覚経験の役割が重要であるこ

とを示している［2］。一般的に背面の触覚は，視覚で

確認することがほとんどできないため，視覚で確認可

能な正面よりも触覚の信頼性が高くなる可能性がある。

そこで本研究では，視覚入力が優位な空間である身体

の正面とまれな空間である背面における多感覚的な自

己身体表象を検討するためにセルフタッチ錯覚を用い

た。したがって，本実験の状況では背面におけるセル

フタッチ錯覚の強度は正面で生じる錯覚強度よりも増

進すると予測した。セルフタッチ錯覚の評価には質問

紙と自己受容感覚ドリフト（条件前後で参加者の指さ

した手の位置の差）が用いられた。 

2. 方法 

参加者 大学生および大学院生 16 名（平均年齢 21.3

歳）がそれぞれ個別に本実験に参加した。 

手続 参加者は視聴覚情報が入力されないようアイ

マスクとホワイトノイズの呈示されるヘッドフォンを

装着し，立位で本実験を受けた。参加者，実験者，偽

の手は，それぞれ手の触覚表面が可能な限り同じにな

るように同一の手袋をつけた。卓上に置かれた参加者

の右手人さし指と偽の右手人さし指の距離は常に 15 

cm であった。 

参加者は，身体正面あるいは背面で両手を交差ある

いは非交差した姿勢で左人さし指が実験者によって偽

の右手人さし指のつけ根をタップするように動かされ

ると同時に，時間的に同期あるいは非同期に右手人さ

し指のつけ根をタップされた（図 1）。この触覚刺激の

呈示時間は１条件あたり約 60 秒であった。参加者は，

触覚刺激を呈示される前後で参加者自身の左手人さし

指を机の角に移動させられた後，その左手人さし指で

机の端を沿わせ右手人さし指があると感じる位置を指

し示すよう教示された。各条件の最後に，彼らは

Ehrsson et al.［1］と Pozeg et al.［3］で用いられた 3 項

目にそれぞれ 0（全くそう思わない）から 6（非常に強

くそう思う）の尺度で回答した。項目 Q1 は「自分で

自分の手を触れているように感じた」というセルフタ

ッチ錯覚の指標であり，他の項目 Q2 と Q3 は「もう一

つ手があるように感じた」と「手が移動したように感

じた」という統制の指標であった。各参加者は，全８

条件を無作為な順序で受けた。 
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図１．本実験における各条件の参加者の姿勢。（A）正

面非交差条件。（B）正面交差条件。（C）背面非交差条

件（D）背面交差条件。各図内の「実」は実験者の手，

「参」は参加者の手，「偽」は偽の手をそれぞれ示す。 

3. 結果 

質問紙データ 図２は項目Q1－3 の平均評定値を示

す。項目 Q1－3 に対してそれぞれ 2 （身体の正面，背

面）× 2（両手の交差，非交差）× 2（触覚刺激の同

期，非同期）の３要因の参加者内分散分析を行った。

その結果，Q1 では３要因全ての主効果が認められたが

（all p < .01），相互作用は認められなかった（all p > .05）。

Q2 ではいずれの主効果および相互作用も認められな

かった（all p > .05）。Q3 では身体正面か背面の要因と

触覚刺激の同期か非同期の要因のみで主効果が認めら

れた（all p < .05）。 

 

 

図２．Q1－3 における各条件の平均評定値。エラーバ

ーは標準誤差を示す。 

 

自己受容感覚ドリフト 自己受容感覚ドリフトは各

条件前後に感じられた右手人さし指の位置の差分とし

た。図３は平均自己受容感覚ドリフト値を示す。質問

紙データと同様に，ドリフト値に対して３要因の参加

者内分散分析を行った。３要因全ての主効果が認めら

れたが（all p < .001），相互作用は認められなかった（all 

p > .05）。 
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図３．各条件の平均自己受容感覚ドリフト値。エラー

バーは標準誤差を示す。0 cm は実際の右手人さし指の

位置を示す。値がプラスになるほど参加者の指さした

位置が触覚刺激呈示後に偽の手に近づいたことを示す。 

4. 考察 

本研究では，背面におけるセルフタッチ錯覚の強度

が正面よりも高くなることを質問紙と自己受容感覚ド

リフトの両方で見出した。特にセルフタッチ錯覚の強

度は，背面で両手を交差したときにより増進すること

が確認された。これらの結果は，通常視覚が入力され

ない背面の空間では正面の空間よりも本実験状況にお

いて触覚と自己受容感覚への信頼性が高まったためよ

りセルフタッチ錯覚が強く生じた可能性を示す。さら

に各条件前に知覚された右手の位置（自己受容感覚）

が身体の正面と背面で異なるどうかを確認するため３

要因の分散分析を行った結果，いずれの主効果と相互

作用も認められなかった（all p > .05）。したがって，不

慣れな姿勢による触覚と自己受容感覚の再重みづけに

起因して背面におけるセルフタッチ錯覚の促進が生じ

た可能性は低いと考えられる。 
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